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原子力機構が開発する「線源・線量率推定システム」を 1F 廃止措置現場へ適用するため、システムのコア

となる線源逆推定計算手法の検証試験及びシステムの有効性評価を実施する。 

キーワード：線源分布、空間線量率分布、検証試験、有効性評価 

 

1. 緒言 

原子力機構では、廃炉作業における作業員の被ばく低減を図り安全かつ効率的な作業計画を策定するため、

構造物の状況や放射線量等の環境データから線源分布を推定する「線源・線量率推定システム」を開発して

いる。本システムを 1F 廃止措置現場へ適用していくためには、現場へ展開した場合の性能と課題を明らかに

することが必要不可欠である。本稿ではそれらを明らかにするため実施する、システムのコアとなる線源逆

推定計算手法の検証試験結果及びシステム全体の有効性評価の手法について報告する。 

 

2. 線源逆推定計算手法の検証 

原子力機構内施設の材料試験用原子炉（JMTR）を対象とし、線源逆推定計算により得られる線源分布・空

間線量率分布と実測データを比較検証することで本手法の有効性を評価する。具体的には、JMTR の構造デ

ータ及び必要となる箇所の空間線量率に基づき、計算により得られた空間線量率分布と対象部屋全体を格子

状に計測した空間線量分布の実測データとの比較検証を行った。その結果、高線源の位置及び強度を凡そ良

好に推定できることを確認した。 

 

3. システムの有効性評価 

コールド空間とホット空間において有効性評価を実施し、現場の線源分布及び空間線量率分布の再現性、

実環境データの計測・収集能力、開発する各エンジンとデータベース間におけるデータの流れや処理等の一

連のプロセスの妥当性を確認する。コールド空間では、楢葉遠隔技術開発センターに配管、機器等の代表的

な形状を模した模型の集合体で構成した試験場を設置し、現場変化を想定した有効性評価を実施する。ホッ

ト空間では、JMTR を試験場とし、計算に必要となる空間線量率計測をはじめとするシステムの一連のプロ

セスの有効性評価を実施する。 
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